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1. 概要 
情報可視化は、世の中にある一般的な情報を可視化

する研究分野であり、最近になって活発に研究が進め

られている。情報可視化が有効に活用できると考えら

れるデータの一つに、アンケートの集計結果があげら

れる。 
アンケート集計結果は回答者数だけで列を持ち、質

問に対する選択肢数だけ行を持つマトリクス型データ

の一種と考えることができる。このようなマトリクス

型データを可視化する手法として、本研究では情報可

視化手法である「平安京ビュー」を二つ用いて一画面

に表示する手法「左京と右京」を提案する。本手法で

は、右京は回答者数だけのノードを有する階層型デー

タ、左京は選択肢数だけのノードを有する階層型デー

タを表示する。 
アンケート集計結果の可視化には、単純な帯グラフ

や棒グラフなどがよく使用される。しかし、このよう

なグラフでは、回答者の全体の傾向などがわかるだけ

で、一人一人の特徴を見たいときには、そのグラフに

表現されていない詳細情報を引き出すような操作や調

査が必要だった。本研究の提案手法では例えば、ある

特定の選択肢を選んだ回答者群の分布や、特定の回答

者が選んだ選択肢の分布、などを可視化することが可

能になる。これにより、少数だけど興味深い局所的傾

向の発見ができると考えられる。 
2. 関連研究 
本研究に用いる情報可視化手法「平安京ビュー」[1]

は大規模な階層型データの可視化に向いている。平安

京ビューは階層型データ全体を一画面に配置する情報

可視化手法である。葉ノード、枝ノードの直交配置を

意識したアルゴリズムで、平安京の地図に似ているこ

とから命名された。 
階層型データを可視化する手法には、木構造を表示

する手法[2][3]や、個々のノードが持つ占有率に比例し
た面積で画面を分割した手法[4]がある。 
これらの手法に比べて、平安京ビューは階層型デー

タを構成するすべての葉ノードを、一画面に、同じ大

きさで、重なることなく表現できるという特徴がある。 
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この特徴は、アンケート情報を構成するすべての回答

者と選択肢を一画面に表示したい、という本研究の目

的に向いているといえる。また葉ノードの個数に比例

した面積で画面を分割し、葉ノードを平等に一画面に

表示する手法[5]もある。この手法は平安京ビューに近
い特徴を持つといえる。 
3. 提案内容 
本研究では、平安京ビューを用いた新しい試みとし

て、マトリクス型データに対する階層型データクラス

タリングの結果として得られる階層型データの可視化

を考える。 
n 行 m 列のマトリクス型データに対して、ｍ次元ベク
トルを持つ n 個のデータ要素と考え、ベクトル間距離
の近いものをボトムアップ的にクラスタリングし、結

果として数段階の階層を持つ階層型データを形成する。 

 
 
 
 
 

 図１ マトリクス型データに対する階層型クラスタ

リング 
n 行に対して１つの平安京ビュー、m 列に対しても

１つの平安京ビューを出し、ひとつのディスプレー上

に２つの平安京ビューを立ち上げることが本研究「左

京と右京」の新しい点である。 
本稿にて「左京と右京」が対象とするアンケート集

計データは、選択肢、回答者を行と列にするマトリク

スデータである。「右京」は回答者をノードとする階層

型データを表示する。「左京」は選択肢をノードとする

階層型データを表示する。「右京」および「左京」で表

示する階層型データの生成にはクラスタリングを適用

する。クラスタリングには Cluster3.0[6]使用する。 
提案手法では、注目している特定の回答者、特定の

選択肢に対する対話的な詳細表示をする。右京の回答

者ノードをクリックすると、左京のその人が回答した

選択肢ノードが光って示される。逆に、左京の選択肢

ノードをクリックすると、誰が答えているか右京によ

って一目でわかるようにする。 
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右京のノードはユーザーが選んだ項目値を形と色で

表す。左京のノードはアンケート選択肢に該当する人

数を高さで表す。 
 この可視化方法では、クラスタリングした結果とし

て得られるグループ内の相関性の真偽、強弱などを知

るのに有効と考えられる。またアンケート集計結果を

クラスタリングした結果の大人数のグループだけでな

く少人数のグループについてもその回答の詳細を可視

化するのが容易になる。 
4. 実行結果 
 前節で述べた提案手法を用いて、本大学情報科学科
の B1～M2 の学生を対象として、自作したアンケート
「女子大生の就職に対する意識調査」を配布し、回答

を回収した。アンケートの選択肢数は１７９、回答者

は１３５であった。 

 
 

  
図３ 「左京による選択肢分布の可視化結果」 

 
図２は「右京」の結果である。回答者がノードであ

る。色は学年で色分けしている。ひし形のノードは就

職活動をしたことがある人。正方形のノードは就職活

動したことがない人を表している。人目で色のついた

学年のうち何人が就職活動しているかがわかる。 
図３は「左京」の結果である。選択肢がノードで、

色はある回答者が選んだものだけ別の色になっている。

図の○部分は一つのクラスタであり、このクラスタは

以下の 3つの選択肢 

•  学年が「Ｂ１」という選択肢 
•  就職活動に対するイメージで、「知人が増えると思

うか？」「得るものが多い？」という 2つの質問に
対して、「どちらともいえない」という選択肢 

で構成されている。このクラスタから、Ｂ１の学生に

は、まだ就職活動イメージがしっかりわからない、と

いう傾向がわかる。 
5. 応用例 
本稿では、「左京と右京」でアンケート集計結果の可

視化をした事例を報告した。 
今後の課題として、以下のような「左京と右京」の

応用例を考えている。応用例の１つ目は「オンライン

ショッピングの可視化」である。右京に購入者、左京

に商品名を表示して、商品購入の動向を可視化できる

と考えられる。２つ目は、「文献とキーワードの可視化」

である。右京にキーワード、左京に論文名を表示して、

どのキーワードがどの論文に使用されているかという

傾向を可視化できると考えられる。 
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図２ 「右京による回答者分布の可視化結果」


